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産   出
鉄   0トン
石 炭 450トン
をヽ 麦  0クォーター
小 麦 産 業
産 出




90トンの鉄+ 120トンの石炭+ 60クォー ターの小麦+3/16の労働→180トンの鉄
50トンの鉄+ 125トンの石炭+ 150クォー ターの小麦+5/16の労働→450トンの石炭
40トンの鉄+ 40トンの石炭+ 200クォー ターの小麦+8/16の労働→480クォー ターの月ヽ麦
総 計  180     285      410          1
を得る②。
さらに,産業連関分析の手法にしたがえば,このような経済活動を
/1+ノ=,1,                        (2.1)





















χ=4χ十ノ                                (2. 3)
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逆行列の定義により,オ1オ=/(ri単位行列)が成 り立つことに注意すれば,(2.3),(2.4)











石炭産業,小麦産業の生産活動を,それぞれ, 1倍, 3/5倍, 3/4倍した,仮想的な経済体系を
かんがえる。これらの経済活動から構成されるあらたな体系は,スラッファの表記法にしたがえば,
90トンの鉄+ 120トンの石炭+ 60クォー ターの小麦+ 3/16の労働→180トンの鉄
30トンの鉄+ 75トンの石炭+ 90クォー ターの小麦+ 3/16の労働→270トンの石炭
30トンの鉄+ 30トンの石炭+ 150クォー ターの小麦+ 6/16の労働→360クォー ターの小麦
路合  言1   150            225              300                    12/16
である0。 この仮想的な体系のもとでは,たしかに,すべての生産物にかんしてこの経済の総投入量
にたいする産出量の比率は一定の値を保ち,それらは
180      270      360      12

























































σ(サ)=(1+■)49(チー1),                        (4. 5)
駒σ(ナ)=1                             (4. 6)
にしたがって,逐次,修正した値を代入するプロセスをくりかえせば;ついには,極限が,(4.3),
(4. 4)式をみたすようなベクトル σへ収束することもよく知られている(11ちすなわち, どのよ
うなベクトル?(0)≧0から出発しようとも,(4. 5),(4.6)であらわされる反復解の極限




























































































































α(サ)=min{●(チ)/ιど4σぢ(サ))                  (5.2)
●(サ+1)=α(サ)4?(チ),                         (5. 3)







前節の (4. 5),(4. 6)式を考慮すれば,この漸化式が,じっさいに,(4。 3),(4. 4)
で定義されるベクトル?に収束することは,規準化の約束から,この式がじつは,




















































maximize α with respect to  (2, 7) Subiect to σ≧α4σ
という式と酷似しているのもおもしろい。というのも,後者の数理計画問題の解こそ標準体系なの
だから。しかも,この数理計画問題にはかならず双対が随伴し,それは,


































三階堂 [5],[6],[7],あるいはゲール [1]参照。また,永田 [2],[3]もみよ。
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